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P1-1．
ユネスコ生命倫理学講座国際ネットワーク日本
支部の紹介―日本支部の目的、活動及び展望
（生命倫理学（医学倫理学））
○黒須　三惠
　ユネスコ生命倫理学講座国際ネットワーク日本支
部を本学に設立することが、本ネットワークを主宰
する Carmi教授より 2011年 7月に承認されたので、
本支部の発足の経緯、目的、活動などを紹介する。
そのことで本学における医療倫理 /臨床倫理の教育
および実践の向上にとって一契機となることを目的
とする。
【設立の経緯】　2010年に演者が世界医事法学会の
国際会議で、わが国の医科大学における医の倫理教
育について発表した。その際、Carmi教授がユネス
コ「生命倫理に関するコアカリキュラム」（2008年）
を紹介して下さったことが縁で、本学に日本支部が
設立された。
【支部の目的】　臨床倫理教育を本学及び他医科大学
でも充実させることが当面の目的である。ユネスコ
生命倫理学講座は、ユネスコ「生命倫理と人権に関
する世界宣言」（2005年）に盛られた 15原則の精
神を世界中の教育に反映させることを主目的として
いる。そのため、上述のコアカリキュラムと、カリ
キュラム用臨床倫理事例集（2011年発行、2分冊）
を世界の医科大学が活用するように、各国支部を通
して取組んでいる。支部はまずその施設での生命倫
理教育を充実させ、さらに全国規模での取組を求め
られている。本学で（他の医科大学でも同様だが）
特に不足しているのは臨床倫理に関する教育であ
る。
【支部の活動】　臨床倫理について、医師・看護師等
に関心をもってもらうために、臨床倫理研究会を設
け、毎月一回、事例検討会を 2012年 3月より開始
した。第 1回には 10名の参加があり、倫理的な視
点から医療を見直すことの必要性が再認識された。
【活動の展望】　事例検討会の継続とともにセミナー
等を企画し、多くの医療者に倫理的観点に関心を持
つよう働きかけることが求められる。その結果近い
将来、院内に医療者用の倫理相談制度や臨床倫理カ
ンファレンスが設けられることが期待される。
P1-2．
東京医科大学における医学生の国際交流の現状
（医学教育学、国際交流ワーキンググループ、国際
交流委員会）
○泉　　美貴
（国際医学情報学、国際交流委員会）
J. Patrick Barron
【目的】　折しも本邦におけるグローバル化の潮流に
乗り、医学教育に卒前海外臨床実習を導入する大学
が急速に増加している。本校における国際交流の現
状について報告する。
【歴史】　それぞれ昭和 57年と昭和 59年に姉妹校を
提携したカンザス大学（米国）および中山醫學大學
（台湾）に端を発する。平成 22年 3月に中山醫學大
學から 2名の医学生を受け入れたことをきっかけと
し、国際交流が再活性化することとなった。
【現状】　平成 23年 4月に、学長直轄の組織として、
バロン教授を委員長とし 8名の委員から構成され
る、「国際交流委員会」を発足させた。平成 23年に、
済州大学（大韓民国）ソウル大学附属盆唐病院（同）
と姉妹校ならびに姉妹病院の提携を果たした。ソウ
ル大学校（大韓民国）およびユトレヒト大学（オラ
ンダ）とは、学生交流について締結した。
　卒前海外臨症実習は、6年生の選択実習の一ヶ月
（4月）を利用し、平成 24年度 4月に、8名を 4つ
の提携校（病院）に各 2名送ることとした。14名
が応募し、選考は国際交流委員会による面接により
決定した。留学先での学生の評価は、先方の評価と
学生のレポートにより行う。帰国後は国際交流委員
会が主催する報告会の場で、学内に広く留学生の体
験を共有する。医学会総会では、留学施設ごとに詳
細を発表した。
【課題】
1．提携校の拡大（特に欧米諸国）
